
安全上のご注意
◎	使用者および周囲の人への危害や財産への損害を未然に防ぎ、製品を安全に正し
くご使用いただくために、守っていただきたい注意事項を示しています。

◎	次の「R危険」、「R警告」、「R注意」の内容をよく理解してから本文をお読みください。

免責事項について
地震・雷・風水害などの天災および当社の責任以外の火災、本製品の違法な使用、お
客様または第三者が取扱説明書とは異なる使用方法で本製品を使用することにより
生じた損害につきましては、法令上の賠償責任が認められる場合を除き、当社は一切
責任を負いませんので、あらかじめご了承ください。

RR危険

引火性ガスの発生する場所では絶対に使用しないでください。
火災、爆発の原因になります。

RR警告

◎	�病院など、使用を禁止されている区域では電源を切ってください。
	 電子機器や医用電気機器に悪影響を与える原因になります。運用が必要な場合は、
使用する区域の管理者から許可が得られるまで電源を入れないでください。

◎	�マイクロホンのケーブルを持って、マイクロホンを振り回したり、投げたりしない
でください。

	 本人やほかの人に当たり、けがや故障、および破損の原因になります。
◎	�DC電源ケーブル（付属品）や接続ケーブルを傷つけたり、加工したり、無理に曲げ
たり、引っ張ったり、ねじったり、加熱したりしないでください。

	 ショートして、発火の原因になります。
◎	�接続がゆるかったり、DC電源ケーブル（付属品）や接続ケーブルが傷ついたりした
ときは、使用しないでください。

	 ショートして、発火の原因になります。
◎	�長時間使用しないときは、安全のため本製品に接続する電源を取りはずしてくださ
い。

	 �発熱、火災の原因になります。
◎	�雷が鳴り出したら、機器やアンテナ線、本製品のDC電源ケーブルや接続ケーブ
ルには、絶対に触れないでください。

	 感電の原因になります。
◎	�ぬれた手でDC電源ケーブル（付属品）、または本製品に触れないでください。
	 感電の原因になります。
◎	�指定以外のヒューズを使用しないでください。
	 感電、けがの原因になります。
◎	�赤ちゃんや小さなお子さまの手が届かない場所で使用、保管してください。
	 感電、けがの原因になります。
◎	次の事項を守らないと、火災、感電、故障の原因になります。
	 指定以外の電源や電圧を使用しないでください。
	 DC電源ケーブル（付属品）を接続するときは、+（プラス）と_（マイナス）の極性
を間違えないように十分注意してください。

	 DC電源ケーブル（付属品）のヒューズホルダーを絶対に切断しないでください。
	 本製品のDC電源ケーブルにホコリが付着した状態で使用しないでください。
	 本製品のDC電源ケーブルや接続ケーブルの上に重いものを載せたり、挟んだ
りしないでください。

	 指定以外のDC電源ケーブルを使用しないでください。
	 線材のような金属物を入れたり、水につけたりしないでください。
	 製品の分解や改造は、絶対にしないでください。また、ご自分で修理しないで
ください。

◎	�万一、煙が出ている、変なにおいや音がするなどの異常がある場合は、使用しな
いでください。

	 そのまま使用すると、火災、感電、故障の原因になります。すぐに電源を切り、煙
が出なくなるのを確認してからお買い上げの販売店、または弊社サポートセンター
にお問い合わせください。

RR注意

◎	針金などの細い棒などで、マイクコネクターに触れないでください。
	 故障の原因になることがあります。
◎	本製品のマイクコネクター部分に金属片やゴミを付着させないでください。
	 ショートして、発火の原因になることがあります。
◎	�ぐらついた台の上や傾いたところなど、不安定な場所に設置しないでください。
	 �落ちたり、倒れたりして、火災、けが、故障の原因となることがあります。
◎	指定以外の別売品を使用しないでください。
	 故障の原因になることがあります。
◎	�直射日光の当たる場所や空調機器の吹き出し口など、温度変化の激しい場所には
設置しないでください。

	 変形、変色、火災、故障の原因になることがあります。
◎	�長時間使用すると、無線機本体の温度が高くなりますので、無線機に触れないで
ください。また、周囲の人が無線機に触れないようにご注意ください。

	 やけどすることがあります。
◎	�−20℃〜+55℃以外の環境では使用しないでください。
	 記載の温度範囲以外でのご使用は、故障の原因になることがあります。
◎	�電気・電子機器の動作に障害を与える場合は、送信しないでください。
	 �ラジオやテレビなどに電波障害を与えたり、ブレーカーなどの機器が誤動作したり
する原因になることがあります。

◎	�本製品を落としたり、強い衝撃を与えたりしないでください。
	 �けが、故障の原因になることがあります。
◎	�本製品の上に乗ったり、ものを置いたりしないでください。
	 �落ちたり、倒れたりして、けが、故障の原因になることがあります。
◎	�清掃するときは、洗剤や有機溶剤（シンナー、ベンジンなど）を絶対に使用しない
でください。

	 �ケースが損傷したり、塗装がはがれたりする原因になることがあります。
	 �ふだんは、乾いたやわらかい布でふき、汚れのひどいときは、水を含ませたやわら
かい布をかたく絞ってふいてください。ただし、ケーブルなどのプラグ（先端）部分
は、絶対に水を含ませた布でふかないでください。

防塵/防水性能について
マイクロホンを正しく取り付けた状態で、IP54の防塵/防水性能があります。
次のような使いかたをすると、防塵/防水性能を保証できませんので、ご注意ください。
◎	�雨の中や水滴が付着、またはぬれた手で、マイクロホンや外部スピーカーを付けた
り、はずしたりしたとき

◎	�マイクロホンを接続していない、または正しく接続されていない
◎	�落としたりして、強い衝撃が加わったとき
◎	�本製品を分解、または改造したとき
◎	�蛇口からの水や湯を直接当てたとき
◎	�水や海水につけたとき
◎	�－20℃～＋55℃以外の環境で使用したとき

IP表記について
機器内への異物の侵入に対する保護性能を表すための表記です。
IPにつづけて保護等級を示す数字で記載され、1つ目の数字が防塵等級、2つ目
が防水等級を意味します。
また、保護等級を規定しない場合は、その等級の表記に該当する数字の部分を
「X」で表記します。

【本書で記載する保護の程度について】
IP5X（防塵形）	 ：�試験用粉塵を1m3あたり2kgの割合で浮遊させた中に8時間

放置したのちに取り出して、無線機として動作すること
IPX4（防まつ形）	：�いかなる方向からの水の飛まつを受けても有害な影響がないこと

ご使用になる前に

据置型VHF航空無線機
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　このたびは、本製品をお買い上げいただきまして、まことにありがとうございます。
　本書では、注意事項と設置や接続のしかたなどを記載しています。
本製品の操作方法については、別紙の「操作ガイド」をご覧ください。
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アイコム、ICOM、ICOMロゴは、アイコム株式会社の登録商標です。
Bluetoothのワードマークおよびロゴは、Bluetooth SIG, Inc.が所有する登録商標であり、アイ
コム株式会社はこれらのマークをライセンスに基づいて使用しています。
本書に記載されている会社名、製品名およびサービス名は、各社の商標または登録商標です。
なお、本文中ではTM、®などのマークを省略しています。
仕様、外観、その他の内容については、改良のため予告なく変更されることがあり、本書の記載
とは一部異なる場合があります。
本書の内容の一部、または全部を無断で複写/転用することは、禁止されています。

アフターサービスについて
操作ガイドにしたがって、もう一度、本製品の設定などを調べていただき、それでも
異常があるときは、次の処置をしてください。

	 保証期間中は
	 お買い上げの販売店にお問い合わせください。
	 �保証規定にしたがって修理させていただきますので、保証書を添えてご依頼ください。

	 保証期間後は
	 お買い上げの販売店にお問い合わせください。
	 �修理することにより機能を維持できる製品については、ご希望により有料で修理さ
せていただきます。

	保証書について
	 �保証書は販売店で所定事項（お買い上げ日、販売店名）を記入のうえお渡しいたし
ますので、記載内容をご確認いただき、大切に保管してください。

	弊社製品の技術的なお問い合わせ先について
	 �お買い上げいただきました弊社製品にご不明な点がございましたら、下記のサポー
トセンターにお問い合わせください。

	 お問い合わせ先
	 アイコム株式会社 サポートセンター
	 	 0120-156-313 （フリーダイヤル）
	 	 ◆ 携帯電話･公衆電話からのご利用は、
	 	 　 06-6792-4949 （通話料がかかります）
	 	 受付 （平日 9:00〜17:00）
	 	 電子メール：support_center@icom.co.jp
	 	 アイコムホームページ：https://www.icom.co.jp/

R危険
これを無視して誤った取り扱いをすると｢使用者および周囲の人
が、死亡または重傷を負う危険が差し迫って生じることが想定さ
れる内容｣を示しています。

R警告
これを無視して誤った取り扱いをすると｢使用者および周囲の人
が、死亡または重傷を負う可能性が想定される内容｣を示してい
ます。

R注意
これを無視して誤った取り扱いをすると｢人が傷害を負う可能性
が想定される内容、および物的損害のみの発生が想定される内
容｣を示しています。
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防塵/防水性能維持の定期点検と保守
本製品は、IP54を保証している無線機です。保証期間については、保証書をご
覧ください。この防塵/防水性能を維持するためにも、保証期間経過後は定期点
検（年1回）の実施をおすすめします。
また、防塵/防水保証の延長なども含んだ保守サービス（有料）を準備しております。
定期点検や保守サービスの詳細については、お買い上げの販売店、または弊社
サポートセンターにお問い合わせください。

電波法上のご注意
◎	�本製品は、電波法令上の特定無線設備に該当しません。
◎	�免許状に記載されている範囲内で運用してください。
◎	�他局の通信を妨害することや、通話の内容をほかにもらし、これを窃用することは、
かたく禁じられています。

◎	無線局免許の有効期間は、免許取得日から数えて5年間です。
	 �再免許の申請は、有効期間満了の6ヵ月前から3ヵ月前のあいだに手続きをしてくだ
さい。

◎	この無線機を使用するには、航空特殊無線技士以上の資格が必要です。
	 無資格など資格要件を満たさない人が使用すると、電波法違反で罰せられます。

電波干渉についてのご注意
Bluetoothの通信では2.4GHz帯の電波を使用するため、次のことがらに注意してくだ
さい。
この機器の使用周波数帯では、電子レンジ等の産業・科学・医療用機器のほか工場
の製造ライン等で使用されている移動体識別用の構内無線局（免許を必要とする無
線局）および特定小電力無線局（免許を必要としない無線局）並びにアマチュア無線局
（免許を必要とする無線局）が運用されています。
◎	�この機器を使用する前に、近くで移動体識別用の構内無線局および特定小電力無線
局並びにアマチュア無線局が運用されていないことをご確認ください。

◎	�万一、この機器から移動体識別用の構内無線局に対して有害な電波干渉の事例
が発生した場合には、速やかに使用場所を変更するか、または電波の発射を停止
（Bluetooth接続を切断）してください。
	 ※�Bluetooth接続の切断方法については、「IC-A120J操作ガイド」をご覧ください。
◎	�その他、この機器から移動体識別用の特定小電力無線局あるいはアマチュア無線
局に対して有害な電波干渉の事例が発生した場合など、何かお困りのことが起きた
ときは、弊社サポートセンターへお問い合わせください。

2.4GHz現品表示記号の意味について
｢2.4｣	 ：2.4GHz帯を使用する無線設備
｢FH｣	 ：FHSS方式
｢1｣	 ：想定干渉距離が10m以下
｢ ｣	：�全帯域を使用し、かつ移動体識別用の構内無線局および特定小電力無線局並

びにアマチュア無線局の帯域を回避不可

付属品

マイクロホン
（ケーブル長：約0.5ｍ）

マイクハンガー マイクハンガーケーブル
（約1ｍ）

DC電源ケーブル
（約3ｍ）

取り付けブラケット
スポンジ★

タッピングネジ
（マイクハンガー用）

3×16

ヒューズ
（250V/10A）

取り付けネジ一式
（取り付けブラケット用）

★ Bluetoothユニット（別売品：UT-133）に使用します。
	 裏面の「Bluetoothユニットの取り付けかた」をご覧ください。

取り付けや各種配線については、お買い上げの販売店、または専門業者にご相談
ください。

電磁ノイズについて
以下に示すようなインバーター回路内蔵の電子機器の近くで使用すると、電磁ノイズ
の影響を受けて、正常に受信できないことがあります。
インバーター回路内蔵のおもな電子機器
◎LED照明器具	 ◎電磁調理器	 ◎給湯器
◎航空機に搭載された電子機器	 ◎太陽光発電装置



別売品
本製品を便利にお使いいただくため、別売品をご用意しています。

■	別売品についてのご注意
弊社製別売品は、本製品の性能を十分に発揮できるように設計されていますので、必
ず弊社指定の別売品をお使いください。
弊社指定以外の別売品とのご使用が原因で生じる無線機の破損、故障、または動作や
性能については、保証対象外とさせていただきますので、あらかじめご了承ください。

■	別売品一覧表� （2022年4月現在）

UT-133	 ：Bluetoothユニット
VS-3	 ：Bluetoothヘッドセット

保守について

■ ヒューズの交換
DC電源ケーブル（付属品）には、2本のヒューズ（250V/10A）が使用されています。
※�ヒューズが切れて動作しなくなったときは、原因を取り除いてから新しいもの（付属
品）と交換してください。

定格

■ 一般仕様
電 波 型 式：A3E
使 用 温 度 範 囲：−20〜+55℃
電 源 電 圧：DC13.75V±15%、DC27.5V±15%
消費電流（DC13.75V）：�5.0A以下（送信時）	

4.0A以下（8Ω負荷､ 音量最大時）	
0.5A以下（待ち受け時）

周 波 数 安 定 度：±1ppm以内（0～40℃）
アンテナインピーダンス：50Ω（不平衡）
外 形 寸 法：161（W）×45（H）×175（D）mm（突起物を除く）
重 量：約1.5kg（付属品を除く）

■ 送信部
送 信 出 力：9W（CW）
変 調 方 式：終段電力変調

■ 受信部
受 信 方 式：ダブルスーパーヘテロダイン方式
受 信 感 度：0dBμ以下（6dB S/N）
ス ケ ル チ 感 度：−9dBμ以下
低 周 波 出 力：10W以上（外部スピーカー、8Ω負荷､ 10%歪時）

後面パネルと接続
DC電源ケーブルを車に配線するには専門技術と経験が必要です。
安全のため、お買い上げの販売店、または専門業者に依頼されることをおすすめします。

 アンテナコネクター（M型）
 アンテナを接続します。

 マイクハンガー
 マイクハンガー機能を使用する場合、
付属のマイクハンガーケーブルをアース
（機体の金属部分）に接地してください。

 スピーカージャック
 外部スピーカー（8Ω）を接続します。（φ3.5mm）

 DC電源コネクター
 付属のDC電源ケーブルを使用して、12V/24V系のバッテリーと接続
します。

マイクロホン

マイクハンガー
ケーブル

圧着 はんだ付け

赤色

黒色

12V/24V系★

バッテリー

★ 無線機側で入力電圧が自動的に調整されます。

圧着端子（市販品）の取り付けかた
圧着、またはハンダ付けします。

ヒューズホルダー

ご注意
本製品にアンテナを接続していないときは、絶対
に送信しないでください。

R警告
◎ 指定以外の電源や電圧を使用しないでください。
◎ DC電源ケーブル（付属品）を接続するときは、    （プラス）と    （マイナ
ス）の極性を間違えないように十分注意してください。

◎ DC電源ケーブル（付属品）のヒューズホルダーを絶対に切断しないで
ください。

Bluetooth®ユニットの取り付けかた
Bluetoothユニット（別売品：UT-133）を本製品に取り付けることで、Bluetooth機
能を使用できます。

R警告
作業をする前に必ず本製品の電源を切り、DC電源ケーブルと、すべての機器を
取りはずしてください。
火災、感電、故障の原因になります。

ご注意
静電気による破損を防ぐため、本製品やBluetoothユニットに触れる前に、身近
な金属（ドアノブやアルミサッシなど）に手を触れて、身体の静電気を取り除くよう
にしてください。
人体からの静電気は、本製品やBluetoothユニットを破損、またはデータを消失
させる原因になることがあります。

1.	上面カバーを取りはずします。

前面パネル側

後面パネル側

カットされた箇所

厚いスポンジ 厚いスポンジ

Bluetooth
ユニット

薄いスポンジ

薄いスポンジ

上面カバー

薄いスポンジ 厚いスポンジ

2.	薄いスポンジ（付属品）から保護シートをはがし、基板に貼り付けます。

前面パネル側

後面パネル側

カットされた箇所

厚いスポンジ 厚いスポンジ

Bluetooth
ユニット

薄いスポンジ

薄いスポンジ

上面カバー

薄いスポンジ 厚いスポンジ

3.	厚いスポンジ（付属品）から保護シートをはがし、Bluetoothユニットに貼り付
けます。
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4.	Bluetoothユニットを基板上のコネクターに装着します。
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5.	上面カバーを取り付けます。

ご注意
上面カバーの取り付け方向にご注意
ください。
※前面パネル側にはカットされた箇所
があります。
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車両に取り付けるときのご注意
◎	�自動車に取り付けるとき、前方の視界や運転操作を妨げる場所など、運転に支障
をきたす場所、同乗者に危険をおよぼす場所などには絶対に取り付けないでくださ
い。また、フロント、および運転席、助手席のサイドガラスに絶対に取り付けない
でください。交通事故やけがの原因になります。

◎	�エアバッグシステム装備車に取り付けるとき、このシステムの動作に影響をおよぼ
す取り付けかたはしないでください。

◎	�安全運転に支障がないように（ケーブルなどが絡まらないように）配線してください。
◎	�自動車の板金部に沿ってDC電源ケーブルを通す場合、保護用テープを巻くことを
おすすめします。DC電源ケーブルと板金部がこすれると、外被が破れ、ショートの
原因となることがあります。

◎	�直射日光の当たる場所やヒーター、クーラーの吹き出し口など、温度変化の激し
い場所への設置はできるだけ避けてください。故障や変形の原因となることがあり
ます。やむをえず、直射日光の当たる場所に取り付けた場合、運用しないときは、
本製品、および別売品を取りはずして保管してください。

◎	�取り付け場所の素材や表面加工によっては、はずれやすかったり、表面を傷める原
因となることがあります。

◎	�アンテナの取り付けや各種配線については、車両ディーラーや本製品をお買い上
げの販売店にご相談ください。

◎	�本製品を自動車に取り付けたあと、本製品の電源を入れた状態で、自動車のブレー
キランプ、ヘッドライト、ウインカー、ワイパーなどが正常に動作することを確認し
てください。

◎	�自動車のコンピューター（コントロールユニット）に影響をおよぼさないようにする
ため、無線機、アンテナなどは、次のような電波障害留意機器より20cm以上は
なして取り付けてください。
	エンジン関係：
燃料噴射装置/エンジンコントロールユニット（ガソリン車）、グローコントロール
ユニット（ディーゼル車）

	トランスミッション関係：
電子制御式変速機/4WDコントロールユニット

	その他 ：
ECS/EPS/ABS/ETACS/フルオートエアコン/オートヒーターコントロールユ
ニット/Gセンサーなど

◎	�本製品を操作中、自動車のコンピューター（コントロールユニット）に影響をおよぼ
していることがわかった時点で、本製品の電源を切り、DC電源ケーブルを本製品
から抜いてください。

取り付けブラケットの使いかた
本製品をダッシュボードに取り付ける場合は、下図の例を参考にしてください。
※�固定する場所に応じて取り付けネジ、またはタッピングネジを使用してください。

ナット

Sワッシャー

フェルト★

フランジボルト

★ 振動を抑えるために取り付けられています。
タッピングネジ使用時

平ワッシャー
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